
田

山
花
袋
「
鉢
形
城
詩
」
小
考

關

清

孝

は
じ
め
に

　
鉢
形
城
は

埼
玉
縣
大
里
郡
寄
居
町
に

残

る
中
世
に
築
か
れ
た
城
郭
で
あ
る
。
荒
川
南
岸
の
崖
上
に
築
か
れ
、
土
壁
や
堀
な
ど
の
遺
構
が
よ

く
保
存
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
九
三
二
年
に
國
指
定
史
跡
と
な
っ
た
。
近
年
で
は
、
1
1
1
の
曲
輪
の
土
重
や
堀
・
門
な
ど
が
整
備
復
元
さ
れ
、

日
本
百
名
城
に
も
選
定
さ
れ
た
。
戦
國
時
代
に
は
後
北
條
氏
の
北
關
東
領
有
の
擦
鮎
で
あ
り
、
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
攻
の
際
に
は
北
條
氏
邦

が
立
て

こ
も
っ
た
。
城
兵
三
千
に
封
し
て
、
豊
臣
方
の
本
多
忠
勝
・
⊥
杉
景
勝
・
前
田
利
家
・
眞
田
昌
幸
ら
が
五
萬
の
軍
勢
に
よ
っ
て
攻
撃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
へ

し
、
落
城
せ
し
め
た
と
い
う
。
そ
の
後
は
遺
棄
さ
れ
、
再
び
城
郭
が
築
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
そ

の
本
曲
輪
跡
に
は
現
在
、
墓
座
を
含
め
る
と
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
石
碑
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。
石
碑
に
は
、
漢
字
二
十
文
字
か
ら

な
る
田
山
花
袋
の
「
詩
」
が
刻
さ
れ
て
い
る
（
圖
一
）
。
田
山
花
袋
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
活
躍
し
た
小
説
家
で
あ
る
。
石
碑
の
文

字
は
武
者
小
路
實
篤
の
揮
毫
に
よ
る
。
石
碑
の
裏
面
に
は
、
「
昭
和
二
十
九
年
八
月
五
日
」
の
日
附
と
と
も
に
「
田
山
花
袋
翁
は
曾
て
此
の

地
に

遊
ん

で
詩
情
豊
か

な
一
篇
を
残
し
た
。
今
や
此
の
詩
は
新
し
き
村
を
本
縣
に
螢
ん
で
理
想
郷
を
作
り
つ
s
あ
る
武
者
小
路
實
篤
先
生
の
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麗
筆
に

よ
つ
て
永
遠
に
生
き
る
こ
と
s
な
つ
た
。
山
紫
水
明
の

自
然
は
翁
と
先
生
の
藝
術
を
通
し
て
1
入
の
美
し
さ
を
増
し

た
」
と
撰
文
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
寄
居
町
立
鉢
形
城
歴
史
資
料

館

の

案
内
で
は
、
「
自
然
圭
義
文
學
の
文
豪
田
山
花
袋
が
大
正

七

年
に
鉢
形
城
跡
を
訪
れ
た
際
に
詠
ん
だ
漢
詩
を
刻
ん
だ
も

の
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

田
山
花
袋
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
年
）
生
ま
れ
、
武
者
小

路
實
篤
は
明
治
十
八
年
生
ま
れ
、
と
も
に
小
説
家
と
し
て
著
名

な
人
物
で
あ
る
。
明
治
か
ら
大
正
に
活
躍
し
た
作
家
は
大
抵
漢

學
の
素
養
を
有
し
て
お
り
、
石
碑
に
刻
ま
れ
た
詩
の
作
者
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
こ

る
田
山
花
袋
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
中
島
清
氏
の
研
究
に
よ

る
と
、
花
袋
は
十
三
歳
よ
り
漢
詩
作
法
の
指
導
を
受
け
、
未
登

づ
　
違
・
濠
，

ゾ
　
　
シ

二
敵

－
I
I
／
，
，
．
1

　
　
ぷ騰

蜜
贈
麟
譲
』
、

　
　
　
　
　
点
　
‘
r

鴻難
圖鳶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヨ
ザ

表
の

も
の
も
含
め
る
と
生
涯
で
三
千
首
に
も
の
ぼ
る
漠
詩
を
作
成
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
花
袋
の
漢
詩
に
封
し
て
は
、
從
來
の
研
究
で
は
、

小
説
や
紀
行
文
以
外
の
作
品
と
し
て
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
現
代
語
詳
や
書
き
下
し
文
も
ほ
と
ん
ど
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
田
山
花
袋
の
四
年
前
（
一
八
⊥
ハ
七
年
）
に
生
ま
れ
た
夏
目
漱
石
は
、
二
百
首
を
こ
え
る
漢
詩
を
残
し
た
。
漱
石
の
漢
詩
に
つ
い
て
は
、
研

究
成
果
も
多
く
、
多
様
な
讃
み
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
明
治
大
正
期
に
書
か
れ
た
漢
詩
の
中
で
、
漱
石
の
も
の
ほ
ど
多
く
讃
ま

れ
た

も
の
は
な
い
。
漱
石
の
漢
詩
は
特
殊
な
存
在
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
封
し
て
夏
目
漱
石
と
同
時
代
を
生
き
、
漢
詩
を
敷
多
く

書
き
の
こ
し
た
他
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
研
究
が
す
す
ん
で
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
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そ

こ
で
、
本
稿
で
は
、
鉢
形
城
祉
の
石
碑
に
刻
ま
れ
た
詩
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
治
か
ら
大
正
期
に
活
躍
し
た
田
山
花
袋
が
、
「
漢

詩
」
と
い
う
表
現
方
法
を
ど
の
よ
う
に
用
い
て
い
た
の
か
を
推
測
し
た
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
考
え
る
こ
と
は
、
近
代
の
日
本
人
が
「
漢
詩
」

と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て
い
た
か
を
考
え
る
一
助
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
か
ら
で
も
あ
る
。

　
さ
て
、
鉢
形
城
祉
の
石
碑
に
刻
ま
れ
た
「
詩
」
は
、
字
句
を
愛
え
ず
五
度
に
わ
た
り
著
作
や
雑
誌
記
事
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
牧
録
文

章
に

よ
り
詩
題
が
か
わ
る
た
め
’
本
稿
で
は
「
鉢
形
城
詩
」
と
統
1
し
て
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
は
じ
め
に
小
論
で
取
り
あ
げ
る
田
山
花
袋
「
鉢

形
城
詩
」
の
全
文
を
示
し
た
い
。

　
　
襟

帯
山
河
好
　
　
　
　
襟
帯
の
山
河
好
し

　
　
雄
覗
關
八
州
　
　
　
　
雄
覗
す
關
八
州

　
　
古
城
跡
空
在
　
　
　
　
古
城
の

跡

空

し
く
在
り

　

　
］
水
旬
東
流
　
　
　
　
一
水
街
ほ
東
流
す

　
　
　
　
　
と
り
ま
く
山
や
川
は
す
ば
ら
し
く
、
關
東
卒
野
を
塵
倒
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
城
の
跡
は

む

な
し
く
残
っ
て
お
り
、
ひ
と
す
じ
の
川
は
東
へ
流
れ
て
い
く
。
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田
山
花
袋
と
漢
詩

　
は

じ
め
に
、
田
山
花
袋
と
漠
詩
に
つ
い
て
、

お
き
た
い
。

　

田
山
花
袋
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
年
）

そ

し
て
「
鉢
形
城
詩
」
が
ど
の
よ
う
に
登
表
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
過
程
に
つ
い
て
確
認
し
て

に

館
林
藩
士
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
没
年
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
。
藩
儒
で
あ
っ



た
吉

田
随
軒
や
兄
の
田
山
實
彌
登
か
ら
漢
詩
を
學
ぶ
。
青
年
時
代
は
雑
誌
に
漢
詩
を
投
稿
し
、
作
家
と
し
て
『
蒲
團
』
や
羽
生
を
舞
墓
に
し

た

『
田
舎
教
師
』
な
ど
の
小
説
で
名
を
成
す
の
と
前
後
し
て
、
紀
行
文
の
中
で
百
を
超
え
る
漢
詩
を
登
表
し
た
。
晩
年
に
は
、
私
的
に
漢
詩

を
綴
り
つ
づ
け
、
そ
の
敷
は
二
千
三
百
首
に
も
の
ぼ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
　

　

田
山
花
袋
の
漢
詩
の
時
期
厘
分
に
つ
い
て
は
、
中
島
清
「
花
袋
の
漢
詩
」
が
三
期
に
分
け
て
い
る
。
第
一
期
は
雑
誌
『
穎
才
新
誌
』
に
投

稿

し
て
い
た
、
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
年
、
花
袋
十
五
歳
）
か
ら
n
y
m
　
E
g
l
　
1
十
四
年
　
（
　
1
八
九
一
年
、
二
十
一
歳
）
ま
で
の
⊥
ハ
年
聞
。
『
穎

才
新
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
花
袋
の
詩
（
百
八
十
五
首
）
や
、
彼
の
稿
本
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
期
は
大
正
三
年
（
一
九
l
四
年
、

四
十
四

歳
）
か
ら
は
じ
ま
る
、
著
作
や
新
聞
・
雑
誌
で
漢
詩
を
通
じ
て
登
表
し
た
期
間
。
第
三
期
は
、
最
晩
年
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
年
、

五
十
⊥
ハ
歳
）
か
ら
没
年
ま
で
の
五
年
聞
。
日
記
的
に
書
き
残
し
た
膨
大
な
作
品
群
で
あ
る
。

　
こ
の
時
期
厘
分
を
、
作
者
の
側
か
ら
で
な
く
、
誰
に
讃
ま
れ
た
か
と
い
う
観
黙
か
ら
見
直
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
第
一
期
は
、
『
穎
才
新
誌
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ど

に

作

品
を
投
稿
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
齋
藤
希
史
「
作
文
す
る
少
年
た
ち
」
に
よ
る
と
、
『
穎
才
新
誌
』
は
、
全
國
の
學
校
か
ら
投
稿
さ

れ
た

子

ど
も
た
ち
の
文
章
を
掲
載
し
た
雑
誌
で
あ
る
。
そ
し
て
、
投
稿
に
關
し
て
は
學
校
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
。
學
校
で
の

作
詩
、
學
友
と
の
や
り
と
り
、
教
員
の
添
削
、
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
學
校
の
名
に
よ
っ
て
作
文
や
詩
が
投
稿
さ
れ
た
と
い
う
。

　
『
穎
才
新
誌
』
と
い
う
雑
誌
の
性
格
か
ら
考
え
れ
ば
、
第
一
期
の
作
品
は
、
學
校
と
い
う
空
間
の
中
で
學
友
や
教
員
、
さ
ら
に
は
兄
の
實

彌
登
と
の
や
り
取
り
の
中
で
作
ら
れ
た
詩
で
あ
る
。
い
わ
ば
内
な
る
空
間
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
う
で
あ
る

な
ら
、
こ
の
中
で
作
詩
者
に
と
っ
て
の
讃
者
は
、
雑
誌
『
穎
才
新
誌
』
の
讃
者
で
は
な
く
、
投
稿
す
る
前
段
階
の
教
員
や
學
友
な
ど
の
身
近

な
人
々
が
第
一
の
讃
者
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
花
袋
は
’
六
年
聞
で
百
八
十
五
首
も
の
漢
詩
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
こ
か
ら
も
積
極
的
に
作

詩

し
、
ほ
こ
ら
し
げ
に
周
園
に
見
せ
る
少
年
の
姿
が
想
像
で
き
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、
第
二
期
の
詩
は
、
出
版
吐
か
ら
世
に
刊
行
さ
れ
た
紀

行
文
を
通
じ
て
、
外
の
世
界
に
向
け
て
登
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
小
説
と
同
じ
よ
う
に
、
不
特
定
多
敷
の
外
の
世
界
の
人
々
が
讃
者
と
な
っ
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た

の

で

あ
る
。
こ
の
後
の
第
三
期
に
入
る
と
、
日
記
の
よ
う
に
日
々
感
じ
た
こ
と
を
備
忘
録
の
よ
う
に
漢
詩
を
綴
る
よ
う
に
な
る
。
公
表
せ

ず
に

書
き
溜
め
て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
花
袋
の
漢
詩
は
再
び
讃
者
を
内
な
る
世
界
へ
戻
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
誰
に
讃
ま

れ

た
か
と
い
う
観
黙
で
花
袋
の
漢
詩
群
を
と
ら
え
る
と
、
第
二
期
が
彼
に
と
っ
て
特
殊
な
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

　
本
稿
で

あ
つ
か
う
「
鉢
形
城
詩
」
は
、
中
島
清
氏
の
い
う
第
二
期
に
富
た
り
、
紀
行
文
で
登
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
紀
行
文
中
で
は
あ

る
が
、
自
ら
の
漢
詩
が
廣
く
讃
ま
れ
る
機
會
を
得
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
彼
の
漢
詩
に
封
す
る
考
え
方
が
反
映
さ
れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

る
。
紀
行
文
と
漢
詩
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
宮
内
俊
介
「
初
期
田
山
花
袋
論
　
－
紀
行
文
と
小
説
と
の
谷
間
ー
」
に
、
漢
詩
の
作
成
が
紀

行
文

の

作
成
に
つ
な
が
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。
明
治
二
十
三
年
一
年
聞
に
『
穎
才
新
誌
』
に
投
稿
、
嚢
表
さ
れ
た
漢
詩
四
十
六
詩
の
内
、

ほ

と
ん
ど
が
「
途
上
所
見
」
「
江
上
夜
蹄
」
「
渓
村
早
行
」
「
足
尾
途
上
」
と
い
う
旅
に
於
け
る
風
景
・
人
事
の
嘱
目
を
そ
の
内
容
と
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
多
く
の
紀
行
文
を
残
し
た
理
由
と
し
て
、
「
花
袋
の
最
初
期
の
作
品
が
旅
に
於
け
る
漢
詩
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

　
ま
た
’
花
袋
の
漢
詩
に
つ
い
て
、
丸
山
幸
子
「
資
料
　
花
袋
の
漢
詩
」
は
、
著
作
の
中
か
ら
漢
詩
⊥
ハ
十
五
首
を
抽
出
紹
介
し
た
後
で
、
次

の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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漢
詩
が
そ
の
著
作
に
散
見
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
正
五
年
の
紀
行
文

で
’
紀
行
文
の
中
で
大
き
な
位
置
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
東
京
の
近
郊
」
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
晩
年
に
至
る
ま

紀
行
文

で
漢
詩

を
登
表
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
「
文
壇
に
撞
頭
し
て
い
く
と
と
も
に
登
表
の
途
絶
え
て
い
た
漢
詩
が
、
晩
年
に
至
っ
て

花
袋
の
重
要
な
表
現
手
段
に
な
っ
て
い
た
」
と
ま
と
め
る
。
い
ず
れ
も
漢
詩
と
紀
行
文
と
が
深
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
を
一
度
ま
と
め
て
お
く
。
學
友
た
ち
と
漢
詩
を
作
り
、
雑
誌
に
投
稿
し
て
い
た
田
山
花
袋
は
、
そ
の
掲
載
敷
か
ら
自
ら
の
作
詩



の
才
能
に

自
負
を
抱
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
作
家
と
し
て
活
躍
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
紀
行
文
の
作
成
に
も
雁
用
さ
れ
る
よ
う

に

な
り
、
同
時
に
紀
行
文
の
中
で
も
漢
詩
を
登
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
花
袋
が
外
の
世
界
を
意
識
し
て
作
ら
れ
た
漢
詩

で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
本
稿
で
問
題
に
し
て
い
る
、
「
鉢
形
城
詩
」
も
秩
父
地
方
へ
の
紀
行
の
中
で
作
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
詩
が
い
つ
頃
作
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ザ

た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
全
集
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
「
年
譜
」
に
よ
る
と
、
「
大
正
三
年
」
に
「
四
月
十
一
日
、
太
田
玉
茗
と
秩
父
に
遊
ぶ
」

と
あ
り
、
ま
た
、
「
大
正
七
年
」
に
は
「
四
月
　
八
日
、
先
藏
・
瑞
穂
を
連
れ
て
秩
父
へ
。
小
川
泊
。
九
日
、
長
瀞
泊
。
十
日
蹄
京
。
」
と
あ

る
。
先
藏
．
瑞
穂
は
と
も
に
花
袋
の
子
ど
も
で
あ
る
。
「
大
正
三
年
」
に
秩
父
を
訪
れ
た
際
は
、
鉢
形
城
に
足
を
蓮
ん
だ
か
否
か
は
不
明
で

あ
る
。
し
か
し
、
r
大
正
七
年
」
の
子
ど
も
二
人
を
連
れ
た
旅
行
で
、
四
月
九
日
に
小
川
か
ら
長
瀞
へ
の
行
程
の
途
上
に
あ
る
鉢
形
城
に
立

ち
寄
っ
ぽ
．
．
と
が
想
像
さ
れ
〉
（
）
o
そ
れ
と
同
時
に
、
大
正
六
年
ま
で
に
は
鉢
形
城
を
訪
れ
て
い
た
夏
肥
性
も
あ
〉
（
b
o
大
正
六
年
の
紀
行
文
「
秩
紗

父
の
諸

勝
」
で
は
、
東
京
か
ら
秩
父
へ
の
行
程
を
紹
介
す
る
文
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

そ

こ
に
行
く
に
は
。
信
越
線
の
熊
谷
騨
で
上
武
線
に
乗
替
へ
る
。
先
づ
熊
谷
を
出
る
。
武
川
騨
あ
た
り
で
は
、
荒
川
の
鮎
が
取
れ
る
。
段
々

關
東
卒
野
か
ら
、
秩
父
の
山
の
中
に
入
つ
て
行
v
や
う
な
地
形
で
、
両
神
山
な
ど
が
高
く
前
に
仰
が
れ
て
氣
持
が
好
い
。
寄
居
町
も
ち

よ
つ
と
饗
つ
て
ゐ
て
面
白
い
。
川
の
向
ふ
に
は
、
歴
史
で
有
名
な
鉢
形
城
趾
が
あ
る
。
一
汽
車
お
く
ら
せ
て
、
そ
れ
を
探
つ
て
見
る
の

も
好
い
。
波
久
禮
騨
あ
た
り
か
ら
、
荒
川
の
谷
が
段
々
見
え
出
し
て
來
る
。

秩

父
へ
の
行
程
の
中
で
「
鉢
形
城
祉
」
の
文
字
が
見
え
、
こ
の
と
き
ま
で
に
鉢
形
城
に
足
を
運
ん
で
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

の
文
の
扱
い
方
は
難
し
い
が
、
「
年
譜
」
の
範
園
内
、
大
正
三
年
か
ら
七
年
の
聞
に
訪
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

　
「
鉢
形
城
詩
」
の
初
出
は
、
管
見
の
限
り
で
は
大
正
七
年
の
紀
行
文
『
山
行
水
行
』
で
あ
る
。
ま
た
、
「
鉢
形
城
詩
」
は
三
つ
の
紀
行
文
に

括
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
時
代
順
に
見
て
い
き
た
い
。

　
『
山
行
水
行
』
は
、
大
正
七
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
時
期
と
し
て
は
、
前
述
の
「
年
譜
」
に
見
ら
れ
る
大
正
七
年
四
月
の
子
ど
も
二
人

と
の
秩
父
旅
行
の
直
後
で
あ
る
。
「
鉢
形
城
詩
」
は
、
『
山
行
水
行
』
で
、
戦
國
時
代
に
上
杉
謙
信
と
北
條
氏
が
關
東
で
攻
防
を
繰
り
返
し
て

い
た

こ
と
を
説
明
す
る
文
の
中
に
出
て
く
る
。
「
荒
川
右
岸
の
鉢
形
の
城
が
、
い
か
に
北
條
方
の
た
め
に
有
妓
に
働
い
て
ゐ
た
か
と
い
ふ
こ

と
が
想
像
さ
れ
た
。
」
と
い
う
文
の
後
に
、
次
の
通
り
記
し
て
い
る
。

　
そ
こ

の
古
城
祉
に

は
、
今
で
も
そ
の
城
の
さ
ま
、
本
丸
、
三
の
丸
、
姫
曲
輪
な
ど
の
あ
つ
た
さ
ま
が
、
そ
れ
と
明
か
に
指
さ
s
れ
た
。

牛
ば

桑
畑

で
、
半
ば
林
で
あ
る
が
、
そ
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
を
淡
竹
の
藪
が
縫
つ
た
。
古
墨
の
上
に
の
ぼ
る
と
、
荒
川
の
屈
曲
し
て
流
れ
　
G

落

ち
て
來
る
さ
ま
が
百
に
曇
て
・
人
を
し
て
「
欝
山
河
好
雄
m
s
關
八
州
古
城
跡
空
在
一
沓
東
流
」
の
感
に
堪
へ
ざ
ら
8

し
む
る
も
の
が
あ
つ
た
。

　
謙
信
が
卒
井
城
に
擦
ら
ず
し
て
腹
橋
に
そ
の
根
握
を
置
い
た
さ
ま
も
、
英
雄
の
眼
識
の
低
く
な
い
の
を
思
は
せ
た
。

は

じ
め
に
草
木
に
覆
わ
れ
た
鉢
形
城
趾
の
様
子
を
描
爲
し
、
そ
の
際
の
情
懐
と
し
て
「
鉢
形
城
詩
」
を
記
し
て
い
る
。
淡
々
と
し
た
筆
で
客

観

的
に
情
景
が
書
か
れ
て
い
る
。
前
後
の
文
章
は
、
上
杉
謙
信
が
北
條
方
の
鉢
形
城
に
近
い
卒
井
城
で
は
な
く
、
現
在
の
前
橋
で
あ
る
廠
橋

に

關
東
進
出
の
本
擦
を
置
い
た
こ
と
を
叙
述
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
旅
で
訪
れ
る
土
地
の
歴
史
的
背
景
を
説
明
す
る
中
で
、

史
跡
の
現
状
に
封
す
る
述
懐
を
記
す
文
章
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

　
「
鉢
形
城
詩
」
は
、
こ
の
二
年
後
の
大
正
九
年
四
月
に
登
表
さ
れ
た
「
秩
父
の
山
裾
」
に
、
あ
ら
た
め
て
牧
録
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の



文
章
の
書
か
れ
方
は
『
山
行
水
行
』
と
異
な
る
。
「
年
譜
」
に
見
ら
れ
る
「
大
正
七
年
」
の
行
程
と
同
じ
よ
う
に
、
小
川
か
ら
乗
合
馬
車
で

寄
居
へ
行
き
、
寄
居
か
ら
汽
車
に
乗
り
長
瀞
へ
到
着
す
る
紀
行
文
で
あ
る
。
寄
居
へ
向
か
う
馬
車
の
K
ら
、
　
F
か
ね
て
よ
り
行
っ
て
み
た
い
」

鉢
形
城
へ
の
思
い
が
綴
ら
れ
、
や
っ
と
の
こ
と
で
城
祉
へ
た
ど
り
着
い
た
直
後
、
次
の
よ
う
な
文
が
績
く
。

　
何

と
も
言
へ
な
い
雄
大
な
シ
イ
ン
が
そ
こ
に
開
け
た
。
荒
川
は
大
き
な
淫
谷
を
つ
く
つ
て
、
扇
山
の
聞
を
激
怒
憤
越
し
て
流
れ
落
ち

て
來
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
鉢
形
の
城
祉
の
あ
る
、
そ
の
當
時
は
立
派
な
天
瞼
と
し
て
役
立
つ
た
敷
百
偲
の
一
面
の
絶
壁
に

當
た

つ

て
、
大
き
く
東
北
に
孤
線
を
描
い
て
、
そ
し
て
關
東
卒
野
へ
と
流
れ
出
で
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
長
瀞
の
渓
潭
が
好
い
と
か
、
三

峰
に

至

る
間
の
山
水
が
好
い
と
か
言
つ
た
と
て
、
何
う
し
て
こ
れ
と
は
比
較
に
な
ら
う
と
思
は
れ
る
ほ
ど
そ
れ
ほ
ど
そ
の
眺
め
は
す
ぐ

れ
て
ゐ

た
。
私
は
敢
て
言
ふ
、
東
京
附
近
で
、
こ
れ
ほ
ど
雄
大
な
眺
め
を
持
つ
た
峡
谷
は
他
に
は
な
い
、
と
。

『
襟
帯
山
河
好
、
雄
覗
關
八
州
、
古
城
跡
空
在
、
一
水
省
東
流
』
か
う
し
た
詩
が
、
ひ
と
り
手
に
私
の
頭
に
上
つ
て
來
た
。

　
私

は
一
時
間
以
上
も
そ
こ
に
彷
復
し
た
。
感
慨
蓋
き
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
か
つ
た
。

（136）

『
山
行
水
行
』
で
の
客
観
的
な
描
爲
と
異
な
り
、
城
趾
と
周
邊
の
様
子
が
情
緒
的
な
表
現
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
特
に
城
祉
の
足
下
を
流
れ
る

荒
川

の

描
寓
は
、
雄
大
な
眺
め
を
讃
者
に
想
像
さ
せ
る
。
こ
の
描
爲
が
あ
る
た
め
、
詩
の
u
e
句
　
F
1
水
省
東
流
」
は
、
讃
後
に
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
な
鯨
韻
が
感
じ
ら
れ
る
。
『
山
行
水
行
』
で
作
者
の
思
う
と
こ
ろ
を
述
べ
る
役
割
で
あ
っ
た
「
鉢
形
城
詩
」
は
、
「
秩
父
の
山
裾
」
で
は

讃
者
に

肚
大
な
風
景
を
喚
起
さ
せ
る
働
き
に
愛
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ザ

　
さ
ら
に
、
そ
の
五
ヶ
月
後
の
大
正
九
年
九
月
に
登
表
さ
れ
た
「
秩
父
の
山
に
沿
ひ
て
」
に
な
る
と
、
地
の
文
章
と
詩
と
の
關
わ
り
方
も
愛

化
す

る
。
は
じ
め
に
「
鉢
形
城
詩
」
を
含
む
漢
詩
を
五
首
畢
げ
、
そ
の
後
に
紀
行
文
が
書
か
れ
る
の
で
あ
る
。
「
鉢
形
城
詩
」
に
關
わ
る
文



は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
そ

の

城
祉
の

あ
る
と
こ
ろ
の
は
、
軍
に
風
景
と
し
て
非
常
に
す
ぐ
れ
て
ゐ
た
。
鉢
形
の
村
か
ら
入
つ
て
行
v
と
、
搦
手
橋
の
下
の
清

淺

な
渓
流
の
檜
の
や
う
な
の
が
既
に
私
の
心
を
惹
い
た
。
懐
古
の
情
と
山
水
を
愛
す
る
心
と
は
雑
り
合
つ
て
私
の
興
を
動
か
し
た
。

　
そ
れ

に
、
荒
川
の
折
れ
て
大
き
く
曲
つ
て
ゐ
る
さ
ま
が
何
と
も
言
は
れ
な
か
つ
た
。
實
際
、
襟
帯
山
河
好
と
い
ふ
氣
が
し
た
。
そ
れ

に
、
そ
の
時
分
の
城
跡
が
依
然
と
し
て
残
つ
て
ゐ
て
、
城
墨
、
残
濠
す
べ
て
一
々
指
黙
さ
れ
た
。
石
垣
の
僅
か
に
残
つ
て
ゐ
る
虚
で
は
、

私
は
堪
ら
な
く
な
つ
て
、
そ
れ
を
撫
で
s
見
た
。

　
牛
ば
桑
畑
牛
ば
変

畠
に
な
つ
て
ゐ
る
中
に
、
農
夫
が
春
の
日
を
帯
び
て
耕
し
て
ゐ
る
の
も
『
詩
』
で
あ
れ
ば
、
そ
の
小
高
い
と
こ
ろ

に
、
そ
の
頃
か
ら
の
榎
の
大
き
な
樹
の
一
本
残
つ
て
立
つ
て
ゐ
る
の
も
『
詩
』
で
あ
つ
た
。
私
は
感
慨
無
量
た
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。

　
城
墨
の

あ
つ
た
跡
に
は
、
疎
ら
な
林
が
あ
つ
て
、
そ
れ
を
わ
け
て
入
る
と
、
一
目
に
荒
川
の
大
河
が
見
え
た
。
『
一
水
街
東
流
』
そ

れ
は

實
際
に
さ
う
私
は
感
じ
た
。

（137）

紀
行
文
の

文
章

は
、
「
鉢
形
城
詩
」
を
解
説
す
る
た
め
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
が
見
て
と
れ
よ
う
。
は
じ
め
に
鉢
形
城
趾
の
風
景
を
説
明

し
な
が
ら
、
景
色
の
良
さ
と
と
も
に
「
懐
古
の
情
」
が
起
き
た
こ
と
に
ふ
れ
る
。
そ
し
て
、
直
後
の
荒
川
の
様
子
か
ら
起
句
を
引
用
す
る
。

さ
ら
に
古
城
の
あ
り
さ
ま
を
描
爲
し
、
往
時
を
感
じ
さ
せ
な
い
長
閑
な
光
景
を
『
詩
』
と
評
し
、
結
句
を
畢
げ
て
文
を
終
え
て
い
る
。
詩
を

作

る
際
に
作
者
が
目
に
し
た
光
景
や
、
そ
の
時
の
心
情
の
吐
露
が
詩
の
語
順
に
從
い
書
か
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
「
鉢
形
城
詩
」
の
通
鐸
の
役

割
を
澹
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
紀
行
文
の

中
に
登
場
す
る
「
鉢
形
城
詩
」
は
、
以
上
の
三
例
で
あ
る
が
、
年
代
が
下
る
と
と
も
に
情
景
の
描
爲
が
叙
情
性
を
強
め
て
い
き
、



最
後
に

は
詩
が
紀
行
文
の
中
か
ら
猫
立
す
る
。
紀
行
文
の
添
え
物
で
あ
っ
た
漢
詩
が
、
漢
詩
の
解
説
を
紀
行
文
に
委
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
「
鉢
形
城
詩
」
が
「
詩
」
と
し
て
完
全
に
猫
立
し
た
の
が
、
「
秩
父
の
山
に
沿
ひ
て
」
の
二
年
後
の
大
正
＋
1
年
の
「
現
代
藝
術

　
　
　
　
ロ
ね

家
鯨
技
集
」
で
あ
る
。
「
現
代
藝
術
家
饒
技
集
」
は
、
雑
誌
『
中
央
公
論
』
に
掲
載
さ
れ
た
特
集
欄
で
あ
る
。
卒
幅
百
穗
・
芥
川
龍
之
介
・

安

田
靭
彦
．
谷
崎
潤
一
郎
・
久
保
田
萬
太
郎
・
小
杉
未
醒
・
久
米
正
雄
、
そ
し
て
、
田
山
花
袋
の
八
人
が
自
分
た
ち
の
專
門
以
外
の
藝
術
作

品
を
寄
稿
す
る
企
書
で
あ
る
。
當
代
活
躍
す
る
書
家
お
よ
び
作
家
と
い
う
「
現
代
藝
術
家
」
が
本
業
の
か
た
わ
ら
に
作
っ
た
、
和
歌
、
俳
句
、

漢
詩
と
い
っ
た
「
除
技
」
を
寄
稿
す
る
。
た
と
え
ば
、
芥
川
龍
之
介
は
俳
句
三
十
首
、
和
歌
十
⊥
ハ
首
、
そ
し
て
書
賛
を
寄
稿
し
て
い
る
。
こ

の

特
集
に

田
山
花
袋
は
’
和
歌
五
十
首
、
漢
詩
二
十
⊥
ハ
首
を
寄
せ
て
い
る
。
寄
稿
し
た
漢
詩
は
、
『
穎
才
新
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
が
中

心
で

あ
る
が
、
そ
の
中
に
「
鉢
形
城
詩
」
を
「
鉢
形
懐
古
」
と
題
し
て
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
中
で
は
、
和
歌
と
漢
詩
の
本
文
が
併
　
別

記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
解
説
な
ど
の
文
章
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
鉢
形
城
詩
」
が
、
紀
行
文
の
一
部
分
で
は
な
く
詩
　
鵬

と
し
て
完
全
に
猫
立
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
そ

れ

と
同
時
に
、
「
現
代
藝
術
家
除
技
集
」
所
牧
の
漢
詩
か
ら
、
花
袋
の
「
鉢
形
城
詩
」
に
封
す
る
思
い
が
察
せ
ら
れ
る
。
花
袋
が
寄
せ

た

漢
詩
二
十
⊥
ハ
首
中
、
そ
れ
ま
で
に
紀
行
文
に
掲
載
さ
れ
た
漢
詩
は
⊥
ハ
首
あ
る
が
、
複
敷
の
紀
行
文
で
掲
載
さ
れ
た
詩
は
、
こ
の
「
鉢
形
城

詩
」
以
外
は
な
い
。
こ
の
時
す
で
に
五
十
二
歳
と
な
っ
て
い
た
花
袋
に
と
っ
て
、
「
現
代
藝
術
家
絵
技
集
」
は
自
己
の
詩
文
を
振
り
返
る
機

會
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
、
三
度
に
わ
た
っ
て
紀
行
文
に
掲
載
し
た
詩
を
ふ
た
た
び
牧
録
す
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
花
袋
の
「
鉢

形
城
詩
」
に
封
す
る
愛
着
が
想
像
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
け
　

　
さ
ら
に
、
中
島
清
「
花
袋
の
漢
詩
④
1
花
袋
晩
年
の
漢
詩
稿
ー
」
に
よ
る
と
、
花
袋
は
晩
年
に
自
ら
の
漢
詩
集
を
編
纂
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
群
馬
縣
館
林
市
の
田
山
花
袋
記
念
文
學
館
に
自
筆
の
稿
本
が
残
っ
て
い
る
。
稿
本
を
書
き
は
じ
め
た
の
は
大
正
十
五
年
。
全
十
七
巻



構
成

で
、
二
三
一
一
首
を
牧
録
し
た
大
部
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
巻
一
に
「
鉢
形
城
詩
」
が
見
え
る
。
「
経
越
生
鉢
形
至
鬼
石
途
上
得
⊥
ハ

絶
句
　
そ
の
三
　
鉢
形
」
と
改
題
し
採
録
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
鉢
形
城
詩
」
は
、
も
と
も
と
紀
行
文
を
飾
る
一
部
分
で
あ
っ
た
が
、
紀
行
文
が
叙
情
性
を
帯
び
て
く
る
と
と
も
に
紀
行
文

の

中
か
ら
、
詩
と
し
て
猫
立
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
過
程
を
経
な
が
ら
、
花
袋
の
中
で
は
、
そ
の
存
在
債
値
が
大
き
く
な
っ

て
い
っ
た

の
で
は
な

い
だ

ろ
う
か
。
「
鉢
形
城
詩
」
に
封
す
る
扱
い
を
見
て
い
く
と
、
花
袋
が
こ
の
詩
に
深
い
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
と
感
ぜ

ら
れ
る
。
花
袋
が
自
己
の
代
表
作
の
一
つ
と
い
う
位
置
づ
け
を
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

11　
r
鉢
形
城
詩
」
の
構
造
と
中
國
古
典
詩

　
年
少
期
か

ら
漢
詩
を
作
成
し
て
い
た
花
袋
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
「
鉢
形
城
詩
」
に
は
特
に
愛
着
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
章
で
は
、
そ

の

「
鉢
形
城
詩
」
を
作
成
に
關
連
し
た
と
考
え
ら
れ
る
漢
詩
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
花
袋
以
前
に
も
鉢
形
城
は
詩
に
よ
ま
れ
て
い
る
。
花
袋
「
鉢
形
城
詩
」
の
約
五
百
年
前
、
萬
里
集
九
の
漢
詩
文
集
『
梅
花
無
蓋
藏
』
巻
三

上
に

そ

の
詩
は

見

え
る
。
集
九
は
、
室
町
時
代
中
期
の
縄
僧
で
、
彼
の
文
名
を
聞
い
た
太
田
道
灌
に
招
か
れ
て
關
東
に
下
向
。
騒
齪
の
中
、

各
所
に

行

き
、
多
く
の
漢
詩
を
残
し
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
が
『
梅
花
無
蓋
藏
』
で
あ
る
。
長
享
二
年
（
一
四
l
1
八
年
）
九
月
二
十
七

日
に
、
鉢
形
か
ら
上
野
國
、
今
の
群
馬
縣
の
角
淵
（
卒
井
城
）
に
向
か
う
際
に
作
っ
た
七
言
絶
句
に
、
鉢
形
城
が
よ
ま
れ
て
い
る
。
書
き
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
　

し
文
と
現
代
語
課
は
、
市
木
武
雄
編
『
梅
花
無
蓋
藏
注
鐸
』
に
も
と
つ
く
。

（139）

1

鉢
形
城
壁
鳥
難
窺
　
　
鉢
形
の
城
壁
は
、
鳥
も
窺
ひ
難
し
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地
軸
撃
來
萬

初
歌
　
　
地
軸
撃
げ
來
た
り
て
、
萬
初
歌
つ

三
四

渡
河
臨
上
野
　
　
三
、
四
、
渡
河
し
て
上
野
に
臨
め
ば

民
盧
太
牛
棘
爲
離
　
　
民
盧
、
太
竿
は
棘
を
離
と
爲
す

　
鉢
形
の
城
の
城
壁
は
堅
固
で
空
を
自
由
に
飛
ぶ
鳥
で
も
、
そ
の
す
き
を
窺
う
こ
の
と
で
き
ぬ
ほ
ど
で
あ
る
。

　
そ

の

地
形
は

大
地
を
支
え
る
地
軸
が
さ
さ
げ
持
つ
よ
う
に
何
萬
尺
も
高
く
そ
ば
立
っ
て
い
る
。

　
そ
こ

か
ら
、
三
、
四
回
、
川
を
渡
っ
て
上
野
國
に
入
る
と
、

　
庶
民
の
家
の
大
牛
は

い
ば

ら
を
垣
根
と
し
て
い
た
。

　
花
袋
の

「
鉢
形
城
詩
」
と
は
異
な
り
、
鉢
形
城
が
城
郭
と
し
て
の
役
割
を
携
っ
て
い
た
時
に
よ
ま
れ
た
詩
で
あ
る
。
城
の
様
子
は
、
鳥
も
　
①

越

え
る
こ
と
が
難
し
い
ほ
ど
高
く
堅
牢
な
城
壁
を
持
つ
堂
々
た
る
姿
を
思
わ
せ
る
・
そ
れ
に
封
し
て
・
鉢
形
繁
ら
川
を
渡
り
北
上
し
た
庶
㎏

民
の

家
は
、
い
ば
ら
を
垣
根
と
し
た
粗
末
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
鳥
が
越
え
る
の
も
難
し
い
ほ
ど
の
高
い
壁
を
持
つ
城
郭
と
、
い

ば

ら
で
作
ら
れ
た
民
家
の
粗
末
な
生
け
垣
が
比
較
さ
れ
た
詩
で
あ
る
。

　
集
九
の

詩
で

は
、
鉢
形
城
の
堅
牢
な
城
壁
を
表
現
す
る
際
に
、
素
朴
な
民
家
の
生
け
垣
を
比
較
封
象
と
し
て
用
い
る
。
い
ば
ら
を
垣
根
に

す

る
粗
末
な
「
民
盧
」
を
よ
み
こ
む
こ
と
に
よ
り
、
「
鉢
形
城
壁
」
の
堅
牢
さ
を
際
立
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
は
、
1
・
二
句
に

よ
ま
れ
た
「
鉢
形
城
壁
」
と
三
・
四
句
の
「
民
盧
」
が
封
比
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
封
比
と
い
う
黙
に
注
目
し
て
、
田
山
花
袋
「
鉢
形
城
詩
」

を
見
て
み
た
い
。

　
　

1
　
襟
帯
山
河
好
　
　
　
　
襟
帯
の
山
河
好
し

　
　

2
　
雄
硯
關
八
州
　
　
　
　
雄
覗
す
關
八
州



　
　

3
　
古
城
跡
空
在
　
　
　
　
古
城
の
跡
空
し
く
在
り

　
　

4
　
一
水
街
東
流
　
　
　
　
一
水
省
ほ
東
流
す

　
萬
里
集
九
の
「
鉢
形
城
壁
」
に
富
た
る
も
の
は
、
三
句
目
の
「
古
城
の
跡
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
封
比
さ
れ
る
も
の
は
一
句
目
「
山

河
」
と
四
句
目
の
「
一
水
」
で
あ
る
。
關
東
卒
野
を
塵
倒
す
る
周
園
の
山
河
や
東
へ
流
れ
績
け
る
一
條
の
荒
川
と
、
先
人
が
築
い
た
古
城
の

跡

と
の
封
比
が
、
花
袋
「
鉢
形
城
詩
」
で
は
な
さ
れ
て
い
る
。
萬
里
集
九
の
「
鉢
形
城
」
で
の
封
比
は
、
と
も
に
人
工
の
建
築
物
で
あ
り
、

城
壁
の
高

さ
と
民
家
の
垣
根
の
粗
末
さ
が
封
比
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
花
袋
「
鉢
形
城
詩
」
で
は
、
雄
大
な
自
然
と
人
工
物
の
封
比
へ
と

愛
化
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
國
古
典
の
世
界
の
中
で
「
川
」
、
流
れ
ゆ
く
水
に
封
し
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
論
語
』

子
牢
篇
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

子
　
川

の
上
に

在
り
て
曰
く
、
逝
く
者
は
斯
く
の
如
き
か
、

　
（
孔
子
が
川
の
近
く
で
言
っ
た
、
F
老
い
て
ゆ
く
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
ぽ
ロ

圭旦

夜
を
舎
か
ず
。

川

の

よ
う
な
も
の
だ
。

書
夜
も
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
い
」
と
。
）

孔
子
が

「
川
」
に
人
聞
の
「
老
い
」
を
な
ぞ
ら
え
嘆
き
の
言
葉
を
述
べ
る
。
こ
の
『
論
語
』
の
］
節
は
、
　
1
般
的
に
流
れ
ゆ
く
水
が
推
移
す

る
時
間
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
り
、
流
れ
る
時
と
と
も
に
老
い
ゆ
く
こ
と
へ
の
嘆
き
を
述
べ
た
も
の
と
解
稗
し
て
い
る
。
い
っ
た
ん
流
れ
去
っ

た

水
は

ふ
た
た
び
戻

る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
川
の
特
質
は
、
時
聞
の
性
質
と
重
な
る
。
そ
の
た
め
「
川
」
は
時
間
の
愛
化
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
中
國
の
傳
統
的
な
詩
に
お
い
て
も
、
時
聞
の
推
移
を
表
す
た
め
に
、
こ
の
川
の
イ
メ
ー

ジ
が
用
い
ら
れ
る
。

（141）



　
花
袋
の
「
鉢
形
城
詩
」
で
も
、
中
國
の
傳
統
的
な
「
川
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
往
時
は
多
く
の

兵
が

集
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
城
の
跡
、
そ
し
て
、
そ
の
時
代
か
ら
愛
わ
ら
ず
に
存
在
す
る
周
園
の
山
河
、
そ
れ
と
同
時
に
時
代
の
推
移
を
讃

者
に
喚
起
さ
せ
る
一
條
の
川
、
そ
こ
に
は
軍
な
る
人
工
物
と
自
然
の
封
比
で
は
な
く
、
時
代
と
と
も
に
愛
化
す
る
人
工
物
と
愛
わ
ら
な
い
自

然
の
封
比

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
詩
に
お
い
て
は
、
時
聞
の
推
移
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
別
の
鮎
に

も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
川
の
ほ
と
り
に
立
ち
嘆
い
た
孔
子
が
ご
と
く
、
「
古
城
の
跡
」
に
立
ち
、
東
流
す
る
「
一
水
」
を
眺

め

る
詩
人
の
姿
や
心
情
を
讃
者
に
暗
示
さ
せ
る
と
い
う
黙
で
あ
る
。
古
の
城
跡
と
東
流
す
る
川
、
そ
れ
を
眺
め
る
詩
人
は
、
眼
前
の
風
景
に

よ
っ
て
揺
り
動
か
さ
れ
た
心
の
感
慨
を
詩
に
綴
る
の
で
あ
る
。
封
比
と
い
う
覗
黙
か
ら
考
え
る
と
、
花
袋
の
「
鉢
形
城
詩
」
は
、
人
工
物
と

自
然
の
封
比
、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
ら
の
景
色
と
そ
れ
を
見
る
人
間
の
封
比
、
い
わ
ば
二
重
の
封
比
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
萬
里
集
九
の
漢
詩
が
、
堅
牢
な
城
壁
と
粗
末
な
民
家
の
垣
根
と
い
う
封
比
だ
け
で
あ
っ
た
の
に
封
し
て
、
花
袋
の
「
鉢
形
城
詩
」
は
二
重
　
幻

に

封
比

を
お
こ
な
っ
て
い
る
・
こ
れ
が
・
二
つ
の
詩
の
構
造
に
お
け
る
大
き
な
違
い
で
あ
る
・
し
か
し
・
封
比
の
二
重
性
に
つ
い
w
は
と
く
　
g

に

目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
花
袋
の
「
鉢
形
城
詩
」
を
目
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
想
起
す
る
の
は
杜
甫
「
春
望
」
の
首
聯
で
あ
ろ
う
。

國
破
山
河
在
　
　
國
破
れ
て
山
河
在
り

城
春
草
木
深
　
　
城
春
に
し
て
草
木
深
し

　
人
口

に
胎
灸
し
た
句
で
あ
る
の
で
、
あ
ら
た
め
て
述
べ
る
必
要
は
な
い
が
、
「
國
」
や
「
城
」
と
い
っ
た
人
聞
の
螢
み
と
「
山
河
」
・
「
草
木
」

な

ど
の
自
然
が
封
比
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
封
比
は
、
愛
化
す
る
人
聞
の
螢
み
と
愛
わ
ら
な
い
自
然
と
の
封
比
で
あ
る
。
そ
し
て
、
直
接
表
現

は

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
こ
の
景
色
を
見
つ
め
る
詩
人
の
心
情
、
具
髄
的
に
は
荒
廃
し
た
國
に
封
す
る
感
慨
を
讃
者
に
想
像
さ
せ
る
の
で



あ
る
。
つ
ま
り
、
風
景
と
人
と
の
封
比
も
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
封
比
は
「
鉢
形
城
詩
」
と
同
じ
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
む
し
ろ
、
花
袋
が
荒
川
と
周
園
の
山
々
の
中
に
あ
る
鉢
形
城
の
跡
を
見
て
、
杜
甫
「
春
望
」
を
想
起
し
典
擦
と
し

て

用
い
た
、
も
し
く
は
模
倣
し
た
と
考
え
る
の
が
要
當
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
シ

　

田
山
花
袋
は
『
美
文
作
法
』
で
、
唐
代
の
詩
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

李
白
、
杜
甫
は
今
更
此
虚
に
論
ず
る
ま
で
も
な
い
。
其
氣
塊
の
大
な
る
、
感
慨
の
悲
痛
な
る
、
千
年
萬
年
の
後
ま
で
も
活
き
て
い
る
詩

で

あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
其
他
孟
浩
然
、
苓
参
、
章
慮
物
、
銭
起
、
王
維
等
讃
む
べ
き
詩
は
非
常
に
多
い
。

花

袋
は
「
美
文
」
が
書
け
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
學
ぶ
べ
き
作
品
と
し
て
唐
代
の
詩
を
あ
げ
、
な
か
で
も
李
白
・
杜
甫
の
作
品
を
高
く
評

債

し
て
い
る
。
彼
自
身
も
少
年
時
代
に
は
富
然
唐
詩
を
學
び
、
雑
誌
に
投
稿
す
る
漢
詩
を
作
成
す
る
際
に
は
、
唐
詩
を
手
本
と
し
て
い
た
で

あ
ろ
う
。
目
の
前
に
廣
が
る
景
色
を
漢
詩
に
よ
み
こ
も
う
と
し
た
お
り
に
、
杜
甫
「
春
望
」
に
着
想
を
得
、
構
成
や
詩
語
を
借
り
て
も
不
思

議
は
な
い
。

　

こ
の
二
重
構
造
は
、
杜
甫
「
春
望
」
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
中
國
古
典
詩
の
世
界
で
は
、
高
い
建
物
に
登
り
周
園
を
備
敵
す
る
「
登

覧
」
や
史
跡
か
ら
揺
り
起
こ
さ
れ
た
情
を
つ
づ
る
「
懐
古
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
古
く
か
ら
成
立
し
て
お
り
、
似
た
登
想
の
詩
は
枚
畢
に
い

と
ま
が
な
い
。
事
實
、
花
袋
自
身
も
「
鉢
形
城
詩
」
を
「
現
代
藝
術
家
鈴
技
集
」
に
牧
録
す
る
際
に
は
「
鉢
形
懐
古
」
と
題
し
て
い
る
。

　
風
景

と
人
工
物
の
封
比
、
そ
し
て
そ
れ
を
見
つ
め
る
詩
人
と
い
う
構
造
は
、
日
本
人
に
も
愛
さ
れ
て
い
る
唐
詩
の
中
か
ら
も
敷
多
く
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
「
鉢
形
城
詩
」
作
成
に
關
連
性
が
高
い
作
品
を
以
下
に
い
く
つ
か
列
畢
す
る
。
李
白
の
作
品
で
は
、
「
黄
鶴
棲
迭
孟
浩
然
之

廣
陵

（黄
鶴
棲
に
て
孟
浩
然
の
廣
陵
に
之
く
を
途
る
）
」
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
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故
人
西
露
黄
鶴
棲

煙
花
三
月
下
揚
州

孤
帆
遠
影
碧
空
蓋

唯
見
長
江
天
際
流

故
人

西

の
か

た
黄
鶴
棲
を
欝
し

煙
花
三
月
揚
州
に
下
る

孤

帆
の
遠
影
碧
空
に
蓋
き

唯
だ

見
る
長
江
の
天
際
に
流
る
る
を

長
江

を
見
つ
め
る
詩
人
の
心
は
故
人
に
向
け
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
雄
大
な
自
然
と
小
さ
な
孤
帆
の
封
比
、
そ
し
て
そ
れ
を
眺
め
る
詩
人
と

い
う
構
造
は
花
袋
「
鉢
形
城
詩
」
と
同
じ
で
あ
る
。
特
に
三
・
四
句
の
流
れ
を
見
つ
め
る
詩
人
の
ま
な
ざ
し
は
影
響
を
感
じ
さ
せ
る
。
「
登
金

陵
鳳
風
毫
（
金
陵
の
鳳
鳳
量
に
登
る
）
」
に
お
い
て
も
、
同
様
の
構
造
が
確
認
で
き
る
。

8 7　6　5　4　3　2　1

鳳
鳳
量
上

鳳
風
遊

鳳
去
毫
空
江
自
流

呉
宮
花
草
埋
幽
径

晋
代
衣
冠
成
古
丘

三
山
牛
落
晴
天
外

二
水
中
分
白
鷺
洲

縄
爲
浮
雲
能
蔽
日

長
安
不
見
使
人
愁

鳳
風
曇
上

鳳
風
遊
び

鳳
去

り
量
空
し
く
し
て
江
自
ら
流
る

呉
宮
の
花
草
は
幽
径
に
埋
も
れ

巫日
代
の

衣
冠
は

古
丘
と
成
る

三

山
牛
ば
落
つ
晴
天
の
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ほ
　

二
水

中
分
す
白
鷺
洲

総
べ
て
浮
雲
の
能
く
日
を
蔽
ふ
が
爲
に

長
安

見
へ
ず
人
を
し
て
愁
へ
し
む
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二
句

目
の
、
古
の
墓
が
空
し
く
残
り
、
そ
こ
に
愛
わ
ら
ぬ
長
江
が
流
れ
る
と
い
う
表
現
は
、
字
句
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
を
與
え
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
高
い
棲
閣
か
ら
川
を
眺
め
る
詩
と
言
え
ば
、
王
之
換
「
登
鶴
雀
棲
（
鶴
雀
棲
に
登
る
）
」
を
外
す
わ
け
に
は
い
か

な
い
。

白
日
依
山
蓋

黄
河
入
海
流

欲
窮
千
里
目

更

上
一
層
棲

白
日
山
に
依
り
て
蓋
き
、

黄
河
海
に
入
り
て
流
る
。

千
里
の

目
を
窮
め
ん
と
欲
し
、

更
に
上
る
一
層
の
棲
。

海
に

向
か
っ
て
東
流
す
る
黄
河
を
鶴
雀
棲
か
ら
見
つ
め
る
姿
は
、
「
鉢
形
城
詩
」
と
土
ハ
通
黙
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
明
治
時
代
に
日
本
人
が
讃
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
唐
詩
か
ら
は
、
他
に
も
多
く
の
詩
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
富
然

の

こ
と
と
い
え
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
構
造
を
持
っ
た
表
現
様
式
は
、
中
國
古
典
詩
の
世
界
で
敷
多
く
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

言
い
方

を
愛
え
れ
ば
、
定
型
化
し
た
テ
ー
マ
の
1
つ
で
あ
る
。
花
袋
は
「
鉢
形
城
詩
」
を
作
る
の
に
、
中
國
古
典
詩
の
世
界
を
借
り
て
き
て
、

目
の
前
の
風
景
を
表
現
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
中
國
古
典
詩
の
過
去
に
思
い
を
は
せ
る
と
い
う
主
題
を
、
川
を
眺
め

る
と
い
う
様
式
を
用
い
て
表
現
す
る
こ
と
、
こ
れ
に
倣
っ
て
花
袋
は
詩
を
作
っ
た
。
そ
の
た
め
、
前
時
代
の
萬
里
集
九
の
封
比
構
造
と
異
な
っ

　
　
　
　
　
ほ
サ

た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
花
袋
一
人
に
限
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
當
時
の
日
本
に
お
い
て
は
、
中
國
古
典
詩
を
表
現
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
作
詩
を
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ね

こ
と
は
、
特
別
で
は
な
か
っ
た
。
佐
藤
正
光
「
日
本
漢
詩
研
究
概
論
」
は
、
明
治
以
降
の
漢
詩
に
つ
い
て
、
正
岡
子
規
と
夏
目
漱
石
と
が
、
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ヨ
　

漢
詩

を
や
り
と
り
し
て
い
た
こ
と
に
燭
れ
、
そ
の
中
で
’
正
岡
子
規
「
嚴
島
」
の
「
終
わ
り
の
二
句
は
盛
唐
の
詩
人
杜
甫
の

典
握

と
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
正
岡
子
規
「
嚴
島
」
の
終
わ
り
の
二
句
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

r春
望
」
詩
を

城
塞
皆
已

非
　
　
城
塞
皆
已
に
非
き
も

山
高
海
長
流
　
　
山
は
高
く
海
は
長
へ
に
流
る

「
城
塞
」
が
時
代
に
よ
っ
て
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
と
、
「
山
」
や
「
海
」
が
依
然
と
し
て
そ
こ
に
あ
る
こ
と
の
封
比
、
そ
し
て
、
そ
れ

を
眺
め
る
詩
人
の
心
情
を
暗
示
さ
せ
る
。
こ
れ
は
花
袋
「
鉢
形
城
詩
」
と
同
じ
構
造
が
見
て
と
れ
る
。
田
山
花
袋
と
同
時
代
の
正
岡
子
規
も

唐
詩
に

着
想
を
得
て
作
詩
を
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
富
時
は
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の

よ
う
に
見
て
く
る
と
、
漢
詩
の
素
養
が
あ
る
花
袋
は
、
旅
で
訪
れ
た
目
の
前
に
あ
る
日
本
の
風
景
を
詩
で
表
現
す
る
際
に
、
中
國

古
典
詩
の
典
型
的
な
表
現
様
式
を
用
い
た
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
富
時
は
一
般
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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三
　
r
鉢
形
城
詩
」
の
形
式
上
問
題

　
も
う
一
度
、
「
鉢
形
城
詩
」
の
本
文
を
、
卒
灰
の
印
を
つ
け
て
示
し
た
い
。

も
卒
聲
で
あ
る
が
、
同
時
に
韻
を
踏
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

o
印
が
卒
聲
を
、
●
印
が
灰
聲
を
あ
ら
わ
す
。
ま
た
、
◎
印

二
　
三
　
四
　
五
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結轄承起口　　　　≡　　　　＿　　　　ロ

ー●古●雄○襟○

水●城○硯■帯●

省●跡●關○山○

東○空〇八●河○

流◎在●州◎好●

襟
帯
の

山
河
好
し

雄
覗
す
關
八
州

古
城
の

跡

空

し
く
在
り

一
水
省
ほ
東
流
す

　
右
で
示
し
た
卒
灰
を
、
押
韻
・
1
1
四
K
5
同
・
反
法
・
粘
法
と
い
う
近
髄
詩
の
き
ま
り
か
ら
見
て
み
た
い
。
「
押
韻
」
に
つ
い
て
は
、
◎
印

の

附
い
た
偶
敷
句
末
の
r
州
」
と
「
流
」
が
下
卒
聲
の
尤
韻
で
押
韻
し
て
い
る
。
次
に
卒
灰
の
排
列
法
を
そ
れ
ぞ
れ
見
て
い
き
た
い
。

　
各
句
の
二
字
目
と
四
字
目
の
卒
灰
を
違
え
る
「
二
四
不
同
」
に
つ
い
て
は
、
起
句
と
結
句
は
守
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
承
句
で
は
二
字

目
と
四
字
目
と
が
と
も
に
灰
聲
に
な
っ
て
お
り
、
轄
句
で
も
二
字
目
と
四
字
目
が
卒
聲
に
な
っ
て
い
る
。
「
反
法
」
は
、
起
句
と
承
句
の
封

雁
す

る
二
字
［
日
と
四
字
目
の
卒
灰
を
違
え
、
轄
句
と
結
句
の
1
1
・
四
字
目
も
同
様
に
違
え
る
規
則
で
あ
る
。
「
鉢
形
城
詩
」
で
は
、
起
句
と
承

句
の
二
文
字
目
が
と
も
に
灰
聲
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
轄
句
と
結
句
の
四
文
字
目
が
と
も
に
卒
聲
で
あ
り
、
守
ら
れ
て
い
な
い
。
「
粘
法
」
は
、

承
句
と
轄
句
の
二
・
四
字
目
の
卒
灰
を
同
じ
く
す
る
き
ま
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
・
四
字
目
と
も
卒
灰
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
卒

灰
の
排
列
法
で
破
格
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
「
詩
」
は
、
l
句
が
五
文
字
で
あ
り
、
四
句
構
成
で
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
偶
敷
句
末
が
下
卒
聲
の
尤
韻
で
押
韻
し
て
い
る
。

そ

の
た

め
、
「
鉢
形
城
詩
」
は
一
見
す
る
と
五
言
絶
句
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
F
二
四
不
同
」
・
「
反
法
」
・
「
粘
法
」
の
規
則
が
守
ら
れ
て
い
な

い
。
つ
ま
り
、
押
韻
以
外
の
形
式
は
守
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
近
髄
詩
の
規
則
に
富
て
は
め
て
考
え
れ
ば
、
花
袋
の
「
鉢
形
城
詩
」
は
．
「
漢
詩
」
と
呼
ぶ
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
花
袋
は
こ
れ
を
紀

行
文
の

中
で
、
明
治
時
代
は
漢
詩
を
表
す
言
葉
で
あ
っ
た
「
詩
」
を
用
い
て
登
表
し
、
F
現
代
藝
術
家
鹸
技
集
」
で
は
「
漢
詩
二
十
六
首
」
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の

中
に
牧
録
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
晩
年
に
自
身
の
漢
詩
集
を
編
纂
す
る
際
に
も
、
巻
一
に
「
鉢
形
城
詩
」
を
牧
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
花
袋
は
「
鉢
形
城
詩
」
を
漢
詩
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
花
袋

は
、
幼
い
頃
よ
り
漢
詩
を
學
ん
で
お
り
、
卒
灰
な
ど
の
近
饅
詩
の
規
定
を
富
然
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
『
穎
才
新
誌
』
に
投
稿

さ
れ
た
も
の
は
、
も
ち
ろ
ん
卒
灰
が
守
ら
れ
て
い
る
。
詩
作
で
卒
灰
に
苦
心
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
田
山
花
袋
文
學
館
所
藏
の
「
城
山
記
」

か
ら
う
か
が
え
る
。
「
城
山
記
」
は
、
『
穎
才
新
誌
』
投
稿
の
た
め
に
書
か
れ
た
漢
詩
、
い
わ
ば
下
書
き
と
も
い
え
る
習
作
二
百
首
を
升
目
の

入
っ

た

用
紙
に
つ
づ
り
、
表
紙
と
序
文
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
中
に
は
兄
實
彌
登
の
批
正
と
思
わ
せ
る
朱
が
加
筆
さ
れ
、
最
後
に
は
「
明

）g
n
l
　
1
＋
　
1
年
四
月
」
の
日
附
が
入
っ
て
い
る
。
明
治
二
十
一
年
、
田
山
花
袋
は
十
七
歳
で
あ
る
。

　
「
城
山
記
」
に
は
二
百
首
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
二
十
二
首
は
文
字
が
す
べ
て
埋
ま
っ
て
お
ら
ず
、
未
完
成
に
な
っ
て
い
る
。

未
完
成
の
も
の
は
’
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「
田
園
雑
興
」
と
題
さ
れ
た
七
言
絶
句
で
あ
る
が
、
□
は
原
稿
で
空
欄
に
な
っ
て
い
る
こ
　
幻

と
を
あ
ら
わ
す
。
ま
た
、
「
城
山
記
」
は
題
と
本
文
の
み
の
記
載
で
あ
る
が
、
卒
灰
の
關
係
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
二
・
四
・
六
字
目
　
㎏

め

に

卒
聲
に

○
印
、
灰
聲
に
●
印
を
、
押
韻
に
は
◎
印
を
附
し
た
。

芦只東江
花○有●北●村o

深□西船
虚●□　南○竿■

弄□晩捧
輕○□　更●婦○

権◎事　器◎潮◎

三
句
目
の
四
文
字
目
と
六
文
字
目
の
卒
灰
を
踏
ま
え
て
、
用
字
に
苦
心
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
卒
灰
を
守
り
な
が
ら
も
文
脈
に



あ
う
文
字
を
選
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
苦
心
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
未
完
成
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
未
完
成
の
漢

詩
が
全
鵠
の

一
割
ほ

ど
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
近
髄
詩
の
き
ま
り
を
嚴
し
く
教
え
ら
れ
、
そ
れ
を
遵
守
し
て
詩
作
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
れ

ば
、
ど
う
し
て
卒
灰
が
守
ら
れ
て
い
な
い
も
の
を
「
漢
詩
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
田
山
花
袋
の
漢
詩
の
音
律
や
漢
詩
の
表
現
に
封
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
、
自
身
が
そ
れ
を
主
題
的
に
述
べ
た
文
章
は
存
在
し
な
い
。
し
か

し
、
文
章
表
現
に
關
す
る
文
章
を
取
り
上
げ
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。
「
鉢
形
城
詩
」
が
は
じ
め
て
掲
載
さ
れ
た
紀
行
文
『
山
行
水
行
』
が

出
版
さ
れ
る
前
年
の
大
正
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
趣
味
の
紀
行
文
』
に
は
、
「
紀
行
文
の
つ
く
り
方
」
と
い
う
文
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
が
見
ら
れ
る
。

地
理
的
知

識
の
み
に
重
き
を
置
き
、
産
業
、
地
形
交
通
な
ど
の
人
文
地
理
で
な
け
れ
ば
『
紀
行
文
』
で
は
な
い
よ
う
に
思
つ
て
ゐ
る
人

達
に

も
私
は
與
み
し
な
い
。
人
文
地
理
も
大
切
で
あ
る
と
土
ハ
に
、
そ
の
自
然
の
持
つ
た
『
詩
』
も
大
切
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
「
詩
」
と
は
何
か
。
直
後
に
「
地
理
は
飽
ま
で
も
科
學
で
あ
る
。
研
究
で
あ
る
。
『
詩
』
は
拝
情
で
あ
る
。
氣
分
で
あ
る
。
飽
ま

で

も
作
者
の
内
部
の
登
露
で
あ
る
」
と
あ
り
、
形
式
で
は
な
く
作
者
の
内
部
の
登
露
の
役
割
を
持
つ
文
章
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ニ

し
か
し
、
こ
こ
で
の
『
詩
』
は
形
式
の
整
っ
た
所
謂
詩
と
無
關
係
で
は
な
い
。
『
趣
味
の
紀
行
文
』
に
お
い
て
は
、
二
十
二
篇
の
紀
行
文
の

作

品
例
を
出
し
批
評
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
中
の
1
つ
で
徳
富
蘇
峰
の
「
長
江
遡
流
」
を
あ
げ
て
い
る
。
「
長
江
遡
流
」
は
長
江
を
舟
で
遡

る
紀
行
文
で
あ
る
が
、
行
程
や
場
所
に
ま
つ
わ
る
故
事
を
漢
文
訓
讃
調
で
綴
り
、
江
⊥
か
ら
の
情
景
を
蘇
峰
自
身
の
漢
詩
で
表
現
し
て
い
る
。

こ
の
紀
行
文
に
封
し
て
花
袋
は
次
の
よ
う
な
評
語
を
添
え
る
。



氏

の
多
い
文
中
に
は
、
同
じ
紀
行
文
で
も
、
こ
れ
よ
り
す
ぐ
れ
た
も
の
は
非
常
に
多
い
。

の

流
れ
の
シ
イ
ン
は
髪
髪
と
し
て
眼
前
に
あ
ら
は
れ
て
來
る
の
を
感
ず
る
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
讃
ん
で
見
て
も
、
長
江

文
中
の
漢
詩
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
「
長
江
の
流
れ
の
シ
イ
ン
」
が
目
に
浮
か
ぶ
こ
と
を
評
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
目
の
前
に
そ

の

光
景
が

思
い
浮
か
ぶ
よ
う
な
表
現
を
評
債
し
て
い
る
。
『
趣
味
の
紀
行
文
』
の
考
え
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
れ
ば
、
作
者
の
感
情
が
襲
露
さ
れ
、

そ

れ
が
詩

と
な
り
、
そ
の
詩
を
讃
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
が
見
た
光
景
が
眼
前
に
現
れ
る
よ
う
な
も
の
が
、
理
想
の
紀
行
文
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
『
詩
』
の
役
割
が
外
せ
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
秩
父
の
山
裾
」
に
お
い
て
も
、
「
鉢
形
城
詩
」
へ
と
つ
な
が
る
文
章
は
「
何
と
も
言
へ
な
い
雄
大
な
シ
イ
ン
が
そ
こ
に
開
け
た
」
と
い
う

書

き
出
し
で
は
じ
ま
る
。
「
秩
父
の
山
裾
」
で
も
、
描
爲
を
重
ん
じ
て
書
か
れ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
そ
し
て
「
雄
大
な
シ
イ
ン
」
を
讃

者
に

届
け
る
た
め
に
「
鉢
形
城
詩
」
が
大
き
な
役
割
を
負
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
紀
行
文
か
ら
「
鉢
形
城
詩
」
が
猫
立
し
た
「
秩
父
の

山
に
沿
ひ
て
」
の
「
農
夫
が
春
の
日
を
帯
び
て
耕
し
て
ゐ
る
の
も
『
詩
』
で
あ
れ
ば
、
そ
の
小
高
い
と
こ
ろ
に
、
そ
の
頃
か
ら
の
榎
の
大
き

な
樹
の
一
本
残
つ
て
立
つ
て
ゐ
る
の
も
『
詩
』
で
あ
つ
た
。
私
は
感
慨
無
量
た
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
」
も
現
在
の
城
趾
の
光
景
が
作
者

の
拝
情
を
か
き
立
て
、
詩
を
作
る
に
至
っ
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
花
袋
が

「
光
景
が
眼
前
に

現
れ

る
」
よ
う
な
情
景
描
爲
を
重
ん
じ
て
い
た
こ
と
は
、
他
の
文
章
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
明
治
四
十
五
年
の

　
　
　
　
　
　
カ
リ

「
文
章
新
語
」
で
は
、
「
『
長
い
叙
述
よ
り
は
短
い
描
爲
』
と
私
は
い
つ
も
か
う
思
つ
て
、
筆
を
執
る
。
」
と
い
う
文
や
、
「
私
は
昔
の
和
歌
や

俳

句
を
讃
ん
で
見
る
度
に
い
つ
も
さ
う
思
ふ
が
、
理
屈
や
思
想
や
警
喩
な
ど
を
用
ゐ
る
こ
と
を
喜
ぶ
も
の
は
拙
い
作
者
で
、
す
ぐ
れ
た
作
者

に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
描
爲
し
た
も
の
が
必
ず
多
い
」
と
い
う
文
が
見
ら
れ
、
描
爲
を
重
ん
じ
る
態
度
や
和
歌
や
俳
句
な
ど
の
「
詩
」
に
封

し
て
も
同
様
の
考
え
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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そ

し
て
、
「
文
章
新
語
」
に
は
、
「
文
字
の
選
揮
」
に
つ
い
て
の
考
え
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
文
字
は
遣
ひ
方
如
何
に
由
つ
て
、
新
し
く

も
な
れ
ば
奮
く
も
な
る
。
文
字
は
作
者
の
心
持
に
し
つ
く
り
合
つ
た
字
を
用
ゐ
た
時
に
於
て
、
始
め
て
光
彩
を
放
つ
て
來
る
」
と
あ
り
、
ま

た

「
今
の
人
も
す
ぐ
飲
込
め
る
言
葉
を
以
て
言
ひ
顯
は
す
方
が
讃
者
を
動
か
す
こ
と
も
出
來
る
し
生
々
感
じ
を
も
與
へ
る
こ
と
が
出
來
る
」

と
も
あ
る
。
こ
こ
の
文
章
は
明
ら
か
に
過
去
の
傳
統
的
な
表
現
や
言
葉
を
意
識
し
て
い
る
。
傳
統
的
な
言
葉
よ
り
も
、
今
の
作
者
や
讃
者
が

使
い
慣
れ
た

言
葉
を

用
い

る
べ
き
で
あ
り
、
重
要
な
こ
と
は
今
の
「
作
者
の
心
持
」
を
表
現
で
き
る
文
字
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
今
の

讃
者
の
感
情
を
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
る
。
花
袋
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
「
作
者
の
内
部
を
登
露
」
す
る
「
詩
」
に
お
い
て
も
通
じ

て

い

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

　
花
袋
の

「
鉢
形
城

詩
」
は
昔
律
の
面
か
ら
見
る
と
、
「
漠
詩
」
と
言
え
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
花
袋
自
身
は
近
艘
詩
の
規
則
を
熟

知

し
て
い
た
上
で
、
「
鉢
形
城
詩
」
を
「
漢
詩
」
と
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
花
袋
の
情
景
描
爲
を
重
ん
じ
る
文
章
論
と
、
傳
統
的
な
用
字

よ
り
も
今
の
作
者
や
讃
者
が
使
い
慣
れ
た
言
葉
を
選
鐸
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
背
景
に
あ
り
、
そ
の
た
め
卒
灰
に
則
っ
た
用
字
で
は

な
く
、
讃
者
が
情
景
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
用
字
を
行
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
卒
灰
は
守
ら
れ
て
い
な
く
て
も
、
古
城
の
情
景
を

髪
髭
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
「
鉢
形
城
詩
」
は
花
袋
に
と
っ
て
「
漢
詩
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
な
お
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
花
袋
が
「
鉢
形
城
詩
」
を
ど
の
よ
う
に
讃
ん
で

い

た
か
、
音
で
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
た
か
と
い
う
鮎
で
あ
る
。
「
鉢
形
城
詩
」
は
、
登
表
さ
れ
た
全
て
の
場
面
に
お
い
て
漢
字
二
十
字

の

み
に

よ
っ
て
詩
が
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
語
と
し
て
の
讃
み
方
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
い
立
ち
を
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ザ

れ
ば
、
傳
統
的
な
訓
讃
に
よ
っ
て
作
詩
さ
れ
、
讃
ん
で
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
富
で
あ
ろ
う
。
松
浦
友
久
『
漢
詩
－
美
の
在
り
か
』
は
、
「
訓

讃
漢
詩
」
が
「
文
語
自
由
詩
」
と
し
て
日
本
人
の
詩
情
や
感
性
を
育
て
て
き
た
こ
と
、
そ
れ
は
讃
詩
に
お
い
て
も
作
詩
に
お
い
て
も
「
訓
讃
」

に

よ
っ
て
日
本
人
が
漢
詩
を
享
受
し
て
き
た
こ
と
に
起
因
す
る
、
と
指
摘
す
る
。
松
浦
氏
に
よ
れ
ば
、
「
文
語
自
由
詩
と
し
て
の
訓
讃
漢
詩
」
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は
、
「
覗
畳
的
・
観
念
的
」
に
原
詩
と
し
て
の
定
型
を
保
ち
、
「
聴
畳
的
二
音
聲
的
」
に
和
文
詩
歌
と
し
て
の
自
由
律
リ
ズ
ム
を
生
む
と
い
う

ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
「
鉢
形
城
詩
」
は
、
漢
字
二
十
字
の
み
の
表
記
に
よ
り
覗
畳
的
に
定
型
を
保
ち
、
訓
讃
と
い
う
自
由
律
に
よ
っ
て
理
解

さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、
明
ら
か
に
こ
の
二
重
性
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

　
漢
詩
に

お

け
る
「
聴
畳
．
音
聲
」
と
い
う
黙
で
い
え
ば
、
直
讃
と
訓
讃
の
問
題
も
生
じ
る
。
直
讃
で
な
け
れ
ば
原
詩
の
音
、
つ
ま
り
卒
灰

や
押
韻
な
ど
の
音
聲
面
で
鑑
賞
す
る
こ
と
は
で
き
ず
’
訓
請
は
音
を
出
し
て
讃
ん
で
い
る
も
の
の
日
本
語
と
し
て
の
意
味
を
感
じ
る
も
の
に

す

ぎ
な
い
と
い
う
、
音
聲
に
封
す
る
二
重
性
で
あ
る
。
「
鉢
形
城
詩
」
は
前
述
し
た
よ
う
に
直
讃
の
要
素
を
訣
い
て
い
る
。
花
袋
自
身
は
、

傳
統
的

な
訓
讃
に
よ
っ
て
、
唐
詩
を
は
じ
め
と
す
る
漢
詩
を
學
び
、
作
詩
に
お
い
て
も
自
ら
の
詩
の
内
容
を
訓
讃
に
よ
っ
て
把
握
し
て
い
た

は
ず
で

あ
る
。
訓
讃
に
よ
っ
て
學
ん
だ
唐
詩
を
模
倣
す
る
の
に
、
近
鵠
詩
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
卒
灰
、
言
い
換
え
れ
ば
直
讃
を
放
棄
す
る

こ
と
に
よ
り
、
「
訓
讃
漢
詩
」
の
「
覗
畳
」
と
文
語
自
由
詩
と
し
て
の
「
聴
畳
」
を
手
に
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
「
訓
　
幻

讃
漢

詩
」
の
観
黙
も
、
花
袋
が
「
鉢
形
城
詩
」
を
漢
詩
と
す
る
根
本
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
価

お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
田
山
花
袋
の
「
鉢
形
城
詩
」
に
つ
い
て
’
構
成
と
形
式
の
面
か
ら
検
討
し
て
き
た
。
「
鉢
形
城
詩
」
は
花
袋
の
紀
行
文
で
三
度

も
登
場
す
る
詩
で
あ
り
、
ま
た
、
詩
と
し
て
紀
行
文
か
ら
猫
立
し
て
行
わ
れ
た
と
い
う
黙
か
ら
、
花
袋
に
と
っ
て
思
い
入
れ
の
深
い
作
品
で

あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
構
成
は
、
幼
い
頃
か
ら
漢
文
の
素
養
を
身
に
つ
け
て
い
た
花
袋
が
「
鉢
形
城
詩
」
を
作
成
す
る
に
當
た
っ

て
、
中
國
古
典
詩
に
多
く
見
ら
れ
る
封
比
の
構
造
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
、
つ
ま
り
、
自
然
と
人
工
物
と
の
封
比
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
見
る

詩
人
の

心
情

と
い
う
構
造
を
借
り
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
花
袋
が
依
接
し
て
い
た
中
國
古
典
詩
、
中
で
も
近
髄
詩
は
嚴
密
な
格



律
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
鉢
形
城
詩
」
は
そ
れ
を
守
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
花
袋
の
文
章
表
現
に
封
す
る
考
え
方
が
あ
る

の
で
は
な

い

か
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
漢
詩
に
封
し
て
も
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
さ
ら
に
は
、
訓
讃
と
い
う
日
本
人
の
漢
詩

の

受
容
方
法
も
原
因
し
て
い
る
と
考
え
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
田
山
花
袋
個
人
で
行
わ
れ
た
の
か
、
知
識
人
全
鵠
の
流
れ
で
あ
っ
た
の
か
、
多
く
の
問
題
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、

花
袋
の

「
鉢
形
城
詩
」
の
扱
い
方
が
愛
化
し
て
い
く
様
子
な
ど
か
ら
’
彼
の
漢
詩
に
封
す
る
考
え
方
の
饗
化
も
推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、

い

ま
だ
十
分
に
調
査
し
得
て
い
な
い
。

　
さ
て
、
最
後
に
日
本
に
お
け
る
漢
詩
史
の
硯
黙
か
ら
、
田
山
花
袋
「
鉢
形
城
詩
」
の
こ
と
に
鰯
れ
て
お
き
た
い
。
石
川
忠
久
氏
は
、
明
治

以
降

の

日
本
漢
詩
に
つ
い
て
「
大
勢
と
し
て
は
沿
々
た
る
歓
化
の
中
で
、
漢
詩
文
の
素
養
は
次
第
に
衰
え
、
日
清
戦
宇
以
後
、
學
校
教
育
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
お
り

普
及
す
る
に
つ
れ
急
速
に
下
火
に
な
っ
た
。
新
聞
か
ら
漢
詩
欄
が
消
え
た
の
が
大
正
六
年
の
こ
と
で
あ
る
」
と
、
漢
詩
文
が
明
治
か
ら
大
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

に

か
け
て
衰
退
し
た
こ
と
を
述
べ
る
が
、
一
方
で
牧
角
悦
子
「
日
本
漢
詩
の
特
質
　
中
國
詩
歌
の
受
容
と
日
本
的
拝
情
性
に
つ
い
て
－
」
は
、

日
本
の
漢
詩
を
明
治
時
代
ま
で
概
観
し
た
後
で
、
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
る
。
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日
本
人
は
、
中
國
の
文
學
形
式
の
一
つ
で
あ
っ
た
漢
詩
と
い
う
も
の
を
、

て

自
ら
の
思
い
を
自
由
に
語
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

初

め
は
形
式
的
に
模
倣
し
、
や
が
て
そ
の
表
現
形
式
を
用
い

近
代

日
本
の
中
で
漢
詩
は
衰
え
た
の
で
は
な
く
、
心
情
表
現
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
日
本
人
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ

れ

は
、
先
に
畢
げ
た
松
浦
友
久
氏
の
「
訓
讃
漢
詩
」
が
「
文
語
自
由
詩
」
と
し
て
の
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
通
じ
る
。
こ
れ
ら
の
こ

と
を
花
袋
の
「
鉢
形
城
詩
」
に
當
て
は
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
國
古
典
詩
の
世
界
を
學
び
取
っ
て
い
く



中
で
、
形
式
な
ど
を
身
に
つ
け
た
花
袋
は
、
内
包
化
し
た
表
現
の
様
式
に
倣
っ
て
情
景
を
描
爲
し
て
、
自
ら
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
。
し
か
し
、

そ

の
過
程
で
卒
灰
な
ど
の
音
律
的
形
式
は
省
き
、
硯
畳
的
な
定
型
性
や
描
爲
の
様
式
を
残
し
て
、
「
鉢
形
城
詩
」
が
生
ま
れ
た
、
と
。
な
お
、

こ
の
立
日
律
の
面
を
省
略
化
し
、
訓
讃
に
よ
っ
て
叙
情
性
を
強
調
し
た
漢
詩
の
味
わ
い
方
は
、
現
代
の
我
々
に
ま
で
つ
な
が
る
と
筆
者
は
考
え

る
が
、
そ
れ
を
述
べ
る
に
は
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
敷
多
く
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
こ
と
だ
け
を
指
摘
し
て
、
ひ
と
ま

ず
小
論
の
筆
を
摘
き
た
い
。

↑注（2
）

（3
）

（4
）

（5
）

（6
）

（
7
）

こ
の
と
き
の
戦
い
は
、
井
伏
鱒
二
に
よ
り
小
説
に
さ
れ
て
い
る
。
『
武
州
鉢
形
城
』
（
一
九
六
三
年
、
新
潮
杜
。
も
と
一
九
六
↓
年
八
月
よ
り
一
九
六
二

年
七

月
ま
で
『
新
潮
』
に
連
載
さ
れ
た
。
後
に
『
井
伏
鱒
二
全
集
』
第
二
十
二
巻
（
一
九
九
七
年
、
筑
摩
書
房
）
所
牧
）

r花
袋
の
漢
詩
①
」
（
『
田
山
花
袋
記
念
文
學
館
研
究
紀
要
』
第
二
十
二
號
、
二
〇
〇
九
年
）
、
「
花
袋
の
漢
詩
②
」
（
『
田
山
花
袋
記
念
文
學
館
研
究
紀
要
』

第

二
十
三
號
、
1
1
0
1
O
年
）
、
「
花
袋
の
漢
詩
③
」
（
『
田
山
花
袋
記
念
文
學
館
研
究
紀
要
』
第
二
十
四
號
、
　
1
1
o
l
　
1
年
）
、
「
花
袋
の
漢
詩
④
　
ー

花
袋
晩
年
の
漢
詩
稿
ー
」
（
『
田
山
花
袋
記
念
文
學
館
研
究
紀
要
』
第
二
十
五
號
、
二
〇
一
1
l
u
r
）
、
F
花
袋
の
漢
詩
⑤
　
1
漢
詩
に
見
る
晩
年
の
花
袋
ー
」

（『
田
山
花
袋
記
念
文
學
館
研
究
紀
要
』
第
二
十
六
號
、
1
1
0
＝
二
年
）
、
r
花
袋
の
漢
詩
⑥
　
ー
晩
年
の
漢
詩
稿
　
初
句
索
引
ー
」
（
『
田
山
花
袋
記
念

文
學
館
研
究
紀

要
』
第
二
十
七
號
、
1
1
0
1
四
年
）
e
一
連
の
研
究
は
、
年
少
期
に
雑
誌
投
稿
し
た
漢
詩
か
ら
晩
年
に
綴
っ
た
稿
本
も
含
め
、
可
能
な

限

り
花
袋
の
漢
詩
を
牧
集
し
作
成
年
代
順
に
整
理
し
た
も
の
。

前
掲
注

（
2
）
の
他
に
は
、
次
の
書
が
畢
げ
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
柳
田
泉
『
田
山
花
袋
の
文
學
』
w
a
l
l
　
（
春
秋
赴
、
一
九
五
八
年
）
が
、
『
穎
才
新
誌
』

に

投
稿

し
た
漢
詩
か
ら
、
少
年
時
代
の
田
山
花
袋
を
考
察
し
て
い
る
。

前
掲
注

（
2
）
参
照
。

『
近
代

日
本
文
學
』
第
七
十
集
、
二
〇
〇
四
年
。
後
に
『
漢
文
脈
の
近
代
』
（
1
1
0
0
五
年
、
名
古
屋
大
學
出
版
會
）
の
第
十
一
章
に
「
作
文
す
る
少

年
た
ち
　
ー
『
穎
才
新
誌
』
創
刊
の
こ
ろ
ー
」
と
改
題
し
所
牧
。

慶
雁
義
塾
大
學
藝
文
研
究
會
『
藝
文
研
究
』
1
1
1
十
－
（
s
s
’
　
1
九
七
七
年
e

『
花
袋
研
究
學
會
會
誌
』
第
二
十
一
號
、
二
〇
〇
三
年
三
月
。

（154）



（o
o
）

　　　　　

10　9
（
H
）

（
1
）

（9
）

17　16　15　14
（1
8
）

『
定
本
　
花
袋
全
集
』
別
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
九
五
年
）
所
牧
。
上
記
所
牧
の
宇
田
川
明
子
・
丸
山
幸
子
・
宮
内
俊
介
「
年
譜
」
は
、
小
林
1
郎
『
田

山
花
袋
研
究
　
－
年
譜
・
索
引
ー
』
（
櫻
楓
吐
、
一
九
八
四
年
）
と
そ
の
後
の
研
究
成
果
を
参
照
に
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
。

『
旅
』
　
（
1
九
l
七
年
、
博
文
館
）
所
牧
。

一
九
l
八
年
（
大
正
七
年
）
、
富
田
文
陽
堂
。
前
掲
注
（
2
）
「
花
袋
の
漢
詩
③
」
で
は
、
『
趣
味
と
紀
行
文
』
（
一
九
l
七
年
、
ア
ル
ス
）
を
初
出
と
し
、

詩
題
を
「
鉢
形
城
祉
（
懐
古
）
」
と
し
て
い
る
が
、
國
立
國
會
圓
書
館
所
藏
の
『
趣
味
と
紀
行
文
』
で
は
「
鉢
形
城
詩
」
が
牧
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
す

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
『
趣
味
と
紀
行
文
』
は
、
花
袋
の
筆
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
「
紀
行
文
の
作
り
方
」
を
巻
頭
に
起
き
、
そ
の
後
、

作
例
と
し
て
島
崎
藤
村
や
國
木
田
濁
歩
な
ど
國
内
外
の
作
家
に
よ
る
紀
行
文
を
二
十
二
編
を
掲
載
し
て
い
る
。

『
山
水
虚
々
』
（
一
九
l
1
0
年
四
月
。
博
文
館
）
所
牧
。
『
山
水
虚
々
』
は
、
二
十
一
編
の
紀
行
文
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
「
秩
父
の
山
裾
」
は
、

二

七
⊥
ハ
～
二
九
八
頁
に
富
た
る
が
、
そ
の
う
ち
の
二
八
六
～
二
九
五
頁
を
、
鉢
形
城
を
訪
れ
た
際
の
記
述
に
割
い
て
い
る
。
ま
た
、
後
に
「
秩
父
の

山
裾
」
が
濁
立
し
『
定
本
　
花
袋
全
集
』
十
六
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
九
四
年
）
に
所
牧
。
な
お
、
「
鉢
形
城
詩
」
を
説
明
す
る
際
に
、
多
く
「
秩
父

の

山
裾
」
の
文
章
が
引
か
れ
る
の
は
、
『
山
行
水
行
』
や
「
秩
父
の
山
に
沿
ひ
て
」
が
全
集
に
牧
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
「
秩
父
の
山
裾
」

だ
け
が
全
集
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
の
が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

『
旅
と
紀
行
文
』
（
一
九
l
1
0
年
、
九
月
、
博
文
館
）
所
牧
。

『
中
央
公
論
』
（
一
九
二
二
年
三
月
號
）
「
詞
歌
」
欄
に
組
ま
れ
た
特
集
。
「
現
代
藝
術
家
除
技
集
」
と
田
山
花
袋
に
つ
い
て
は
小
堀
洋
卒
「
『
中
央
公
論
』

の

r
現
代
藝
術
家
鹸
技
集
」
に
み
る
大
正
後
期
の
田
山
花
袋
　
－
和
歌
・
漢
詩
と
連
載
小
説
の
あ
い
だ
で
ー
」
（
『
花
袋
研
究
學
會
會
報
』
第
二
九
號
、

110
1
二
年
）
を
参
照
。

『
田
山
花
袋
記
念
文
學
館
研
究
紀
要
』
第
二
十
五
號
、
二
〇
二
二
年
。

市
木
武
雄
編
『
梅
花
無
蓋
藏
注
稗
』
二
巻
（
一
九
九
I
I
I
u
r
、
八
木
書
店
）
。

［
子
在
川
上

日
、
逝
者
如
斯
夫
。
不
舎
書
夜
。
」
（
『
論
語
』
子
宰
篇
）

1
九

O
六
年

（
明
治
三
十
九
年
）
、
博
文
館
。
『
定
本
　
花
袋
全
集
』
二
十
六
巻
（
一
九
九
五
年
、
臨
川
書
店
）
所
牧
。
引
用
し
た
文
章
は
「
第
参
編

美
文
作
法
」
の
「
三
　
漢
文
脈
」
に
あ
る
。
美
文
を
作
る
た
め
に
學
ぶ
べ
き
漢
文
・
漢
詩
を
列
畢
す
る
。

r
二
水
」
は
’
松
浦
友
久
「
一
水
中
分
白
鷺
洲
一
詩
材
と
し
て
の
風
土
」
（
『
高
校
の
言
語
教
育
』
（
］
九
七
四
年
六
月
號
、
三
省
堂
）
。
の
ち
に
大
き
く

修
正

し
『
詩
語
の
諸
相
　
ー
唐
詩
ノ
ー
ト
…
』
（
増
訂
版
　
一
九
九
五
年
、
研
文
出
版
）
に
所
牧
）
に
よ
れ
ば
、
「
一
水
」
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、

田

山
花
袋
が
見
た
で
あ
ろ
う
『
唐
詩
選
』
や
『
唐
詩
三
百
首
』
は
「
二
水
」
に
作
っ
て
お
り
、
「
二
水
」
と
し
た
。
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（1
9
）
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表
現
様
式
ば

か

り
で
な
く
、
用
字
に
お
い
て
も
唐
詩
か
ら
の
影
響
は
推
測
で
き
る
。
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
で
言
及
で
き
な
い
が
、
た
と
え
ば
起
句

の

「
襟
帯
山
河
好
」
は
、
白
居
易
「
叙
徳
書
情
四
十
韻
上
宣
鍬
崔
中
丞
詩
」
に
「
山
河
地
襟
帯
、
軍
鎭
國
藩
維
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
が
畢
げ
ら
れ
る
。

『
廣
島
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
論
集
』
第
七
十
九
巻
、
　
T
I
O
I
九
年
。

「
嚴
島
」
は
『
子
規
全
集
』
第
八
巻
　
漢
詩
・
新
饅
詩
（
講
談
吐
、
一
九
七
六
年
）
の
「
昧
稿
　
自
明
治
十
六
年
至
同
十
八
年
」
所
牧
。
五
言
奔
律
。

前
牛

の
六

句
で
、
毛
利
元
就
と
陶
晴
賢
と
の
嚴
島
の
戦
い
の
様
子
が
描
か
れ
、
後
牛
の
六
句
で
戦
い
か
ら
時
が
過
ぎ
て
往
時
を
忍
ぶ
こ
と
が
出
來
な

い

こ
と
を
述
べ
、
本
文
の
二
句
で
結
ば
れ
る
。
佐
藤
正
光
氏
は
「
正
岡
子
規
の
漢
詩
」
（
『
廣
島
大
學
大
學
院
文
學
研
究
科
論
集
』
第
⊥
ハ
十
八
春
、

二
〇
〇

八
年
）
に
お
い
て
も
こ
の
詩
を
取
り
上
げ
、
「
言
う
ま
で
も
な
く
人
事
の
傍
さ
と
自
然
の
悠
久
と
を
封
比
的
に
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
は

杜
甫
の
「
春
望
」
詩
に
」
「
通
ず
る
思
い
で
あ
る
。
富
然
の
こ
と
な
が
ら
、
子
規
も
杜
甫
の
此
の
句
を
意
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
る
。

1
九
1
七
年
、
ア
ル
ス
。

『
花
袋
文

語
』
（
博
文
館
、
一
九
I
1
l
u
r
）
所
牧
。
の
ち
に
『
定
本
　
花
袋
全
集
』
第
十
五
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
九
五
年
）
所
牧
。

岩
波
新
書
、
二
〇
〇
二
年
。
第
V
章
「
文
語
自
由
詩
」
と
し
て
の
「
訓
讃
漢
詩
」
。

石
川

忠
久
編
『
漢
詩
鑑
賞
事
典
』
（
講
談
吐
學
術
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
）
附
録
の
「
日
本
の
漢
詩
」
。

二
松
學
舎
大
學

『
日
本
漢
文
學
研
究
』
八
巻
、
　
1
1
0
1
1
1
1
年
。
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追
記
　
本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
に
實
施
し
た
、
寄
居
町
立
寄
居
中
學
校
第
二
學
年
を
封
象
と
し
た
寄
居
町
中
高
連
携
事
業
高
等
學
校
髄
験
授

業

（國
語
）
の
内
容
を
も
と
に
し
て
い
る
。
髄
験
授
業
の
實
施
に
際
し
て
は
、
埼
玉
縣
立
寄
居
城
北
高
等
學
校
地
歴
公
民
科
教
諭
高
田
雅
樹
氏
に
様
々

な
面
で
貴
重
な
ご
指
摘
を
頂
戴
し
た
。
あ
ら
た
め
て
お
穐
を
申
し
上
げ
た
い
。


